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私は、部活動でクロスカントリースキーをやっています。町の補助をもらっ

て、長野県で開催される全国大会にも出場しています。だから、私は、この税

金を「ぜいきん」と読むのではなく、「期待」、「応援」という意味が込められて

いると思っています。私達は、町民が納めた税金で全国大会に出場しているだ

けではなく、期待されて、応援されて、背中を押してもらっているのです。全

国大会は、私一人で戦っているわけではありません。全国大会に出場できるま

でに、多くの人が関わり、町のみなさんに手を貸してもらって、私はスタート

をきることができています。だから、私は町のみなさんへ恩返しをしたいと思

っています。でも、お金で恩返しができるわけではありません。自分が今すぐ

税金を納めて、町の発展に関われるわけでもありません。私が、今、できるこ

とは、町のみなさんの期待に、応援に精いっぱい応えることです。結果で、走

りで恩返しをすることです。町のみなさんへの感謝、これからへの希望を与え

られるようにすることです。これが、今、私にできる最大限のことです。これ

から、まだまだ私の部活動にはお金がかかります。練習をする場所も、大会を

運営するための人も、たくさんのものが必要になります。多くの人々の手助け

が必要になります。その時、町のみなさんには、大きな世話をかけることにな

ります。それでも、町のみなさんは、私達をサポートし、応援してくれていま

す。町のみなさんの税金、サポートによって、私は思う存分、部活動に打ち込

むことができています。 

税金によって、助けられている人が多くいます。私も、そのうちの一人です。

税金には、多くの種類があって、一人あたりの負担も増えていっています。私

は、今、消費税ぐらいにしか関わっていないから、まだ、負担の重さはわかり

ません。それでも、私がいつか、税金を納めることができたら、たくさん助け

てもらった分、年配の方にも、未来ある少年、少女の方々の助けをしていきた

いです。私は、税金という名の期待、応援に応えられるよう、今はたくさんサ

ポートしてもらいながら、一生懸命練習に取り組み、町のみなさんへ恩返しを

していきたいです。 


